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（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、
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「
公
民
館
っ
て
、
あ
ま
り
若
い
人
が

い
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
」
と
、

よ
く
言
わ
れ
る
の
で
す
が
、
く
に
た
ち

の
公
民
館
は
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
。
１

階
に
は
、
ロ
ビ
ー
の
横
に
「
喫
茶
わ
い

が
や
」
と
い
う
名
の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
、
そ
の
奥
に
は
「
青
年
室
」
と
い

う
若
者
た
ち
の
部
屋
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
は
、
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
を
含
む
い
ろ

ん
な
背
景
の
あ
る
若
者
が
活
動
す
る
場

と
し
て
、「
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
の
記
録
誌
「
わ
た
し
と
、

コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
」
が
こ
の
度
完
成
し

ま
し
た
！　
関
わ
る
若
者
た
ち
の
思
い

を
特
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も

ち
ょ
っ
と
し
た
「
学
び
」
や
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
か
ら
「
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ

ス
」
に
出
会
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

～青年企画講座・若者トークセッション～ 
「コーヒーハウス」と若者たちの今

公民館1階にある「青年室」と「喫茶わいがや」での活
動「コーヒーハウス」には、近年、しょうがいのあるなし
に限らず、不登校、ひきこもり等の経験を持つさまざまな
若者も、参加するようになってきています。
若者の「生きづらさ」
は、決して個々の若者の
中にある課題ではなく、
社会そのものが抱える課
題や、社会と若者自身と
の間のズレなどから生じ
て い る と い う こ と が、
「コーヒーハウス」の活
動からは見えてきます。
今回は、教育学や若者の研究と実践を行っているお二人
をゲストにお迎えし、「コーヒーハウス」に関わる若者た
ちとともに、「生きづらさ」や社会のこと、日頃のもやも
やなど、若者をめぐるさまざまなことについて考えます。

ゲスト　青山　鉄兵（文教大学人間科学部）
南出　吉祥（岐阜大学地域科学部）

と　き　5月21日（日）朝10時半〜昼3時頃まで
ところ　公民館　1階青年室
対　象　高校生〜30歳代くらいまで
定　員　10名（申込先着順）
＊参加者には、お昼休憩時に「喫茶わいがや」のカレー等
の軽食メニューを割引価格でご提供もできます。

しょうがいしゃ青年教室・喫茶わいがや 

10代後半から30代までの活動スタッフ募集中！

以下のコースなどに分かれて
活動しています。関心がある
コースの見学など、お気軽にお
問い合わせください。
しょうがいのあるなしを超え
て学びあい楽しむことを目指し
ています。

スポーツ　さまざまなスポーツに挑戦します。
5月12日（金）夕6時半～（バスケットボール）

料　　理　さまざまな料理をこだわって作ります。
5月20日（土）夕5時半～（カレーライス）

クラフト　毎回ひとつオリジナルの作品を作ります。
5月27日（土）夕5時半～（カレンダー作り）

喫茶実習　「喫茶わいがや」でコーヒーを淹れたりします。
市民団体の運営で休館日以外の12時～18時に開店します。

＊5月以降も毎月活動します。随時参加受付しています。

高校生～30代の若者活動
公民館の「コーヒーハウス」

～活動記録誌「わたしと、コーヒーハウス」完成！
「しょうがいしゃ青年教室」の活動スタッフ募集！～

このページの活動の申込・問合先　公民館☎（572）5141　メール　sec_kominkan@city.kunitachi.lg.jp

通巻70号になる記録誌
希望者に差し上げます

「喫茶わいがや」のコーヒーを
飲みながら…

「青年室」での活動風景
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自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、

今年度の公民館講座・催しの年間予定をお知らせします。公民館の講座は、①現代社会の課題を考える講座、②共生
の地域社会を育む講座、③まちを知る、地域から学ぶ講座、④社会をみつめ、文化をつくる講座、⑤表現と創作を楽し
む講座、以上の5つの分野に分かれています。
それぞれの分野から特徴的な講座を、昨年度の取り組みなどを中心に担当者が紹介します。今年度も魅力的な講座を
実施していきますので、ぜひ公民館にお越しください。

28年度公民館講座・催しのふり返りと29年度の計画 
～脈々と積み重なる取り組みと新しい挑戦～

―29年度　公民館講座・催し年間予定―
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誰もが自分らしく暮らすための人権学習
公民館では、「平和・人権」を基本視点に据えた主催事業を毎年度実施して
きました。「①現代社会の課題を考える」の分野では、普遍的な課題、時事的
な社会問題からその都度テーマを選定し、講座を企画しています。
昨年度の「人権講座」では、部落差別・同和問題の視点から、国立市市長室
の「人権週間」事業と連携して、連続講座を企画しました。11月には、「食肉・
皮革産業の『裏側』―屠

と

畜と差別、動物と人間の関係史―」をテーマに、ルポ
ライター・鎌田慧

さとし

さんに講演してもらいました。12月には、ドキュメンタリー
映画「ある精肉店のはなし」の上映と映画監督・纐

はな

纈
ぶさ

あやさんのトークセッ
ション、1月には芝浦と場の食肉市場見学会を開催し、いのちを食べること、
屠畜解体の現場で働く人々の思い、食肉処理業務に対する差別の実態などを学
びました。こうした一連の事業の参加者からは、屠畜の仕事に誇りを持って取
り組む労働者、いのちを食べることの意味、私たちの食肉をめぐる価値観など
への認識が変わったという感想が多く聴かれました。
昨年逝去された佐藤前市長は、公民館・社会教育への造詣も深く、同時に
「平和・人権行政の使命」を追求されてきました。公民館でもこの遺志を引き
継ぎ、誰もが自由に生きる権利が尊重される地域社会をつくるために、多様な
角度から学びの機会をつくっていきます。

多文化共生に向けた
「生活のための日本語講座」「にほんごサロン」

「②共生の地域社会を育む」の分野では、しょうがいしゃや外国人などの
様々な方々と地域社会で共生していくことを目指して、講座を企画し、継続的
に実施しています。
「生活のための日本語講座」は、日本に住む日本語を母語としない人たちが、
より暮らしやすい生活を送るために、生活レベルの日本語を習得すること、ま
た、日本語を通じて市民との交流の機会をつくることを目的とし、1994年から
行われている事業です。8月を除く5月～3月の通年で実施し、3月末には、
講師・学習者同士の交流を図るため、関東近郊へバスハイクに行きます。
「にほんごサロン」は、生活に関する情報提供、地域とのつながりの創出、
日常会話の上達を目的として、2013年度から始めました。月１回、同じ地域に
暮らす仲間として、日本の習慣、各種手続きの相談や情報交換をしています。
昨年度より、「生活のための日本語講座」に参加する学習者数名がスタッフと
して、会議や準備、当日の司会・進行をしています。日本人の方もボランティ
アとして一緒に楽しめます。興味のある方はぜひ一度のぞきに来てください！

一橋大学と連携してつくる連続講座・院生講座
「③まちを知る、地域から学ぶ」の分野では、国立というまちならではの講
座を開催しています。今回は市内の学府・一橋大学と公民館の連携講座につい
てお話します。
昨年度に行ったのは大学院生による講座や、「街角にいつも『大学』がある
―くにたち教養マッピング―」。「くにたち教養マッピング」は、5回にわたる
連続講座です。前半では、学問とは何か・文系の中にある理系の捉え方、理系
の中にある文系の考え方などについて講義がありました。後半はワークショッ
プ。大学・公民館・市内各所という枠を超えて、国立というまちでいったいど
れくらいの・どのような講座や研究会や勉強会が開催されているのか……参加
者と一橋大学の教員・大学院生が一緒に白地図に落とす作業をし、国立の学び
が俯瞰できるとても大きな「学問地図」を作成しました。
今年度も、日夜研究に励む大学院生の成果を市民のみなさんに発表していた
だく院生講座、一橋大学連携講座を開催予定です。ますます、国立の学びをと
もに培っていきたいと思います。

教養と共同を培う読書会講座
「④社会をみつめ、文化をつくる講座」の分野の中のひとつ、「くにたちブッ
ククラブ」は毎年5月から翌年1月にかけて、月に一冊課題の本を読み、参加
者が多様な感想や読みを出し合い、講師のお話や助言を聞いて新たな読みを深
めていく読書会形式の講座です。作品との出会い、作品でつながる仲間との出
会い、そして作品の感想をお互いに交換しあうことで、一人では気がつかな
かった新たな視点に出会うことができます。
2月から3月にかけては参加者が文集作りをします。その年に取り上げた本

の中からそれぞれ書きたい作品を選びます。原稿を書き上げるのは一苦労です
が、最後の製本作業では皆で協力しあいながら作業をし、完成したときは、や
り切った充実感でいっぱいになります。
毎年2月に講師と参加者で、次年度の8作品とテーマを考えます。今年度は

「世界の軋む音を聞く」というテーマになりました。ご一緒に一年を通して
ブッククラブに参加してみませんか（初めての方、1回ごと参加も歓迎です）。

のびのびとうごくワークショップ―身体表現
「⑤表現と創作を楽しむ」の分野の中のひとつ、身体表現を紹介します。
まずは準備運動―身体をほぐす。深呼吸をして呼吸を整え、自分の身体と
向き合います。次に、足の指先からふくらはぎ、太ももと順番にマッサージを
していきます。手の平でさすっていると、身体がポカポカ温かくなっていくの
がよく分かります。身体が温まったら、参加しているメンバーで一緒に、音楽
をかけながら楽しく身体を動かしましょう。ポーズを真似っこしあったり、出
来る限りゆっくりのろのろ歩いたり……。
地下ホールの広さを目一杯使って、身体を動かす。もしかしたら、公民館講

座の中で一番汗をかく講座かもしれません。しかし2時間の講座が終了した時
の心地よい疲れは最高です。
この講座では、しょうがいがある人もない人も一緒に、身体を使って気持ち

を表現します。そして最後は、しょうがいしゃ青年教室のクリスマス会で発表
です！
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講演会

くにたち
「学問地図」

作成中！
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個人的・集団的力量を発達させる権利である。学習権とはあらゆる教育の手だてを得る権利であり、

〈図書室のつどい〉 

昭和の洋食　平成のカフェ飯 
―家庭料理の80年－

お　話　阿
あ

古
こ

　真理（作家、生活史研究家）
映画、テレビ、雑誌、レシピの本……様々なメディアは
家庭料理をどのように伝え、どんな食卓を描いてきたので
しょうか。阿古さんはメディアに表された家庭料理から、
経済や政治・その他様々な社会的背景を読み解かれています。
食への意識、家族のかたち、そして女性たちの変化……。
家庭料理から見える日本社会を一緒に紐解いていきましょう。
〈阿古さんの本〉
『なぜ日本のフランスパンは世界一になったのか　パンと
日本人の150年』（NHK出版新書）、『「和食」って何？』（ち
くまプリマー新書）ほか多数。

と　き　5月20日（土）午後2時～4時
ところ　公民館　3階講座室　定員　35名（当日先着順）
＊申し込みは不要です。ご自由においでください。

〈くにたちブッククラブ　世界の軋む音を聞く〉 

川上弘美「真鶴」（文春文庫）
講　師　紅野　謙介（日本大学・日本近代文学）

と　き　5月11日（木）夜7時半～9時半
ところ　公民館　3階講座室
申込先　公民館☎（572）5141
＊この講座はあらかじめ作品を読んできて、参加者が読み
を出しあいます。そのあと講師のお話を聞きます。

緑化ボランティア募集 

公民館の緑化活動に参加しませんか
ボランティアの方々のご協力により、公民館の緑化活動
に取り組んでいます。活動にご興味のある方、協力してい
ただける方は公民館までご連絡ください。

活動内容：植木の剪定、グリーンカーテンの設置、草花の
栽培・手入れ、敷地内の除草など

活動頻度：月2回程度（水曜日1回、土曜日1回）

〈親子で遊ぼう・考えよう〉 

マスキングテープを使って 
アート作品を作ろう！

マスキングテープは透けるので、重ねていろいろな色彩
が作れます。簡単に手で裂けるので小さな子でもシール感
覚で楽しむことができます。今回は、マスキングテープを
活用してみんなで大きなハートを作ってみましょう。

講　師　西村　公一（マスキングテープアーティスト）

と　き　5月21日（日）朝10時～12時
ところ　公民館　地下ホール
持ち物　飲み物、動きやすい服装
対象・定員　子ども（3歳以上～小学生）と保護者

14組（先着順）
申込先　5月9日（火）朝9時～

公民館☎（572）5141
＊この講座は、さまざまな遊びを通して子どもとふれあい、
他の親子や異年齢の子どもたちとの交流を通して、大人
として、保護者としてすべきことは何かを感じ取り、考
えていく機会となるよう実施しています。

〈Ｃ
シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ　公民館映画会〉 

『鉄道員』 
Il Ferroviere

1956年　イタリア　白黒　115分
監督　ピエトロ・ジェルミ
音楽　カルロ・ルスティケリ
出演　ピエトロ・ジェルミ、エドアルド・ネヴォラ、ルイ

ザ・デラ・ノーチェ、シルヴァ・コシナ　ほか

『わらの男』、『刑事』など監督兼俳優として活躍したイ
タリアの名匠ピエトロ・ジェルミの代表作。
頑固な初老の鉄道機関士とその家族の姿を通して、貧し
くともひたむきに生きる庶民の日常を情感豊かに描き出し
た名作。カルロ・ルスティケリの哀感溢れる音楽と、末っ
子のサンドロを演じたネヴォラ少年の好演も話題を呼んだ。

と　き　5月28日（日）昼2時～（開場1時）
ところ　公民館　地下ホール　　定員　85名（当日先着順）
＊ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は
入場を制限させていただきます。

人生のあしあと マイ・ノート 
～「これまで」そして「これから」～

講　師　大原　悦子
（津田塾大学ライティングセンター客員教授）

これまでの自分を振り返り、生きてきた歴史を書き記し
てみませんか？　人生で一番うれしかったこと、苦労した
こと、転機になったことなどを数十ページにまとめるとと
もに、この先の生き方を探ります。

回 日　時 内　容

1 6月9日
年表づくり、「はしがき」を書く
～思い出を振り返り、
だれに、何を伝えたいか考えよう～

2 7月7日 テーマを3つ決めて書く
～あなたの人生のハイライトは？～

3 9月8日 「あとがき」を書く
～これからやってみたいことは何？～

4 10月13日 交流会

いずれも金曜日、時間は昼2時～4時

ところ　公民館　3階講座室
定　員　10名（申込先着順）※全4回参加できる方
申込先　5月12日（金）朝9時～

公民館☎（572）5141

公民館の新しい発行物のご紹介
公民館の取り組みなどをまとめた冊子・リーフレットができました。お読みになりたい方は、差し上げ

ますので、公民館へお気軽にお問い合わせください。

くにたちブッククラブ『言葉のとげ、境界にたつ文学』
文学作品を共同で読むことで深められた読みや気づきが綴られています。
講師の１人、大野亮司さんによる講義録「野坂昭如『アメリカひじき』を
めぐって」も掲載しています。

『第61回　くにたち市民文化祭記録集』
文化祭に参加した団体が、催しの成果を報告しています。市内で文化・
芸術活動をしている方々の文化祭での写真も多く載っています。
現在、「第62回　くにたち市民文化祭」への参加を募集
中です（5月19日（金）まで）。

リーフレット『くにたち公民館』
公民館をこれまで利用したことがない、どんなことを
やっているのかわからない、という市民の方に向けた案
内リーフレットが、公民館60周年事業実行委員会のアイ
デアから生まれ、完成しました！（写真右）

国立市公民館・ＮＨＫ学園高等学校共催 
子ども・若者を支える“つながりワークショップ”
子どもの育ち、若者の自立を支援する地域の活動や
団体の取り組みについて学びあい、“つながり”をつく
る連続ワークショップです。今回は学校の取り組みに
学び、小グループで今後の活動計画について話しあい
ます。お気軽にご参加ください。

「学校生活の支援と学校・家庭・地域連携の取り組み」
お　話　植木　淳

（国立市教育委員会教育指導支援課・指導主事）

と　き　5月30日（火）夜7時～9時
ところ　NHK学園高等学校　2階音楽室
申込先　公民館☎（572）5141

＊
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

国
立
駅
南
口
か
ら
徒
歩
約
18
分
、
バ
ス
（
4
番

の
り
ば
乗
車
）
約
5
分
「
国
立
高
校
前
」
下
車
。

谷
保
駅
か
ら
徒
歩
約
8
分
。

スナップエンドウ

アネモネ

リーフレットの
中を開けると…
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http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kouminkan/公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

（
8
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

●●●●公民館29年度予算について●●●●

公民館予算は、1億1,814万7千円で内訳は表のとおり
です。前年度と比較して317万6千円の増額となりました。
主な理由は、公民館1階市民交流ロビーの段差解消機取
替工事の増加です。その他の予算はほぼ例年どおりとなり
ました。

■公民館費の当初予算内訳� 単位：千円
科目 28年度予算 29年度予算 比較増減

公民館総務費 85,379 87,900 2,521
人件費 64,761 62,651 －2,110
維持管理費 20,618 25,249 4,631

公民館事業費 29,592 30,247 655
主催事業費 17,789 17,438 －351
広報費 6,167 6,722 555
図書室費 3,405 3,438 33
若者支援費 2,231 2,649 418
計 114,971 118,147 3,176

■一般会計予算
290億3,000万円（前年度比9,300万円減）

■教育費総額
23億6,391万円（前年度比8,702万3千円減）

■公民館費
1億1,814万7千円（前年度比317万6千円増）

〈社会体育事業〉

「街を・山を歩く」について
＜事業の趣旨＞この事業は、社会体育事業として市民の健
康づくり、コミュニティーづくりの一環として事業を実施
しています。
＜今年度の事業実施について＞年4回の事業開催を予定し
ており、開催案内は公民館だよりでお知らせします。第1
回目は下記の通り開催します。

「街を・山を歩く」第1回
日　　時　5月25日（木）＜雨天中止＞
集　　合　谷保駅北口　朝9時
実施方面　八王子方面（距離：約10キロ）
対　　象　市内在住、在勤者
チ ラ シ　5月11日（木）から市役所3階生涯学習課、市

民総合体育館、公民館、北・南市民プラザで配
布します。

申込方法　チラシの内容（日程、コース、申込方法等）を
確認のうえ、5月12日（金）から22日（月）の
期間に下記までお申し込みください。

申込・問合先　教育委員会　生涯学習課
社会教育・体育担当☎（576）2107（直通）

ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
募
集

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
ヨ
ガ
で
心
の
奥

の
ス
ト
レ
ス
を
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
ま
せ
ん

か
。
40
代
か
ら
60
代
の
メ
ン
バ
ー
が
楽

し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

日
時　
毎
週
土
曜
日

場
所　
東
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー

連
絡
先　
前
田
090
（
9843
）
4
4
4
8

募
集
、
国
立
シ
ル
バ
ー
卓
球
ク
ラ
ブ

男
性
60
才
女
性
55
才
以
上
の
方
卓
球

を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
健

康
増
進
を
目
標
に
一
緒
に
頑
張
り
ま
せ

ん
か
。

入
会
金
千
円
年
会
費
千
円
。

日
時　
毎
週
月
曜
日
朝
9
時
～
12
時

場
所　
総
合
体
育
館　
第
二
体
育
室

連
絡
先　
広
田
（
574
）
8
0
7
4

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

男
女
問
わ
ず
40
歳
以
上
中
高
年

テ
ニ
ス
は
健
康
維
持
に
最
適
で
す
。

み
ん
な
で
大
い
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
毎
週
火
、
金
曜
日
昼
12
時
～

場
所　
矢
川
コ
ー
ト
・
谷
保
コ
ー
ト

連
絡
先　
寺
沢
（
574
）
8
4
7
8

や
さ
し
い
英
会
話

英
会
話
で
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
な

が
ら
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
せ

ん
か
。
中
級
ク
ラ
ス
、
若
干
名
募
集
し

ま
す
。
月
四
回
の
レ
ッ
ス
ン
（
二
回
は

外
国
人
講
師
）
詳
細
は
お
尋
ね
下
さ
い
。

日
時　
火
曜
日
昼
3
時
半
～
5
時

場
所　
公
民
館

連
絡
先　
三
好
（
848
）
4
6
3
2

ゴ
ス
ペ
ル
Ｓ
Ｏ
Ｓ
メ
ン
バ
ー
募
集
！

リ
ズ
ム
感
の
あ
る
ゴ
ス
ペ
ル
が
大
好

き
で
地
域
の
サ
ー
ク
ル
と
し
て
、
楽
し

く
歌
っ
て
い
ま
す
。
深
い
呼
吸
の
ヴ
ォ

イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
目
指
す
の
は

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
。
ぜ
ひ
ご
一
緒
に

日
時　
木
曜
日
昼
3
時
半
、
夜
6
時
半

場
所　
北
市
民
プ
ラ
ザ　
音
楽
練
習
室

連
絡
先　
葭よ

し

野の

080
（
3274
）
6
9
4
3

フ
ル
ー
ト
会
員
募
集
「
桜お
う
音い
ん
の
会
」

半
年
に
一
回
新
曲
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
新
し
い
譜
面
を
手
渡
さ
れ
た
時

の
戸
惑
い
、
少
し
ず
つ
曲
に
仕
上
が
っ

て
い
く
喜
び
は
、
吹
い
て
い
て
良
か
っ

た
な
と
感
じ
る
瞬
間
で
す
。

日
時　
第
二
、
四
火
曜
日
夜
6
時
～

場
所　
富
士
見
台
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー

連
絡
先　
武
田
090
（
1217
）
7
11

2

く
に
た
ち
国
際
友
好
会
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

5
月
は
自
称
「
オ
ー
サ
カ
ラ
リ
ア

人
」
と
云
う
大
阪
生
ま
れ
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
人
マ
キ
ン
タ
ヤ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
氏
（
一
橋
大
留
学
生
）
が
日
本
と
豪

州
の
異
文
化
雑
感
を
語
り
ま
す
。

日
時　
5
月
18
日
（木）
夜
6
時
半
～

場
所　
一
橋
大
学　
国
際
交
流
会
館

連
絡
先　
和
田
090
（
3497
）
2
11

0

句
会
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か

ベ
テ
ラ
ン
も
初
心
者
も
十
七
文
字
の

詩
作
り
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
指
導
は
「
沖
」「
天
頂
」
同
人
、

句
歴
五
十
年
の
水み

ず

上か
み

陽よ
う

三ぞ
う

先
生
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
会
費
千
円
。

日
時　
第
三
金
曜
日
昼
一
時
～

場
所　
東
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー

連
絡
先　
神
木
（
576
）
1
8
1
7

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会
の
発
表
会

今
年
も
日
頃
、
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん

で
い
る
仲
間
た
ち
が
大
勢
集
ま
り
、
発

表
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
友
達
な
ど

お
誘
い
合
せ
の
上
、
皆
様
の
ご
来
場
を

出
演
者
一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
ま
す

日
時　
5
月
20
日
（土）
朝
10
時
15
分
～

場
所　
市
民
芸
術
小
ホ
ー
ル

連
絡
先　
髙
橋
（
572
）
0
8
0
6

起
立
性
調
節
障
害
ソ
レ
イ
ユ

成
長
期
に
多
い
起
立
性
調
節
障
害
。

家
族
、
関
係
者
交
流
会
。
怠
け
や
さ
ぼ

り
と
誤
解
さ
れ
や
す
い
病
気
で
す
。
申

込
制
、
参
加
費
100
円
、
毎
月
開
催
。

http://od-kunitachi-soleil.blog.jp/

日
時　
5
月
20
日
（土）
昼
1
時
～

場
所　
公
民
館　
和
室

連
絡
先　
片
岡
（
525
）
7
1
2
2

抵
抗
の
歌
の
歴
史

お
話
と
歌　
館
野　
公
一
さ
ん

♪
「
ワ
ー
ク
・
ソ
ン
グ
」
重
い
ツ
ル
ハ

シ
を
ふ
る
う
炭
鉱
夫
の
労
働
歌
か
ら

「
ず
っ
と
嘘
だ
っ
た
ん
だ
ね
」
斉
藤
和

義
ま
で　
資
料
代
500
円　
ス
ペ
ー
ス
Ｆ

日
時　
5
月
26
日
（金）
夜
7
時
～
9
時

場
所　
公
民
館　
講
座
室

連
絡
先　
担
当　
伴
（
573
）
4
0
1
0

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

3
月
30
日
（
木
）
第
5
回
定
例
会
を

開
催
。
委
員
15
名
、
館
長
、
職
員
2
名

が
出
席
。
傍
聴
2
名
。

公
民
館
館
長
人
事
に
つ
い
て

館
長
人
事
は
異
動
な
し
と
の
報
告
。

前
回
議
事
録
確
認

報
告
事
項
及
び
協
議
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

2
月
号　
掲
載
し
た
「
サ
ー
ク
ル
訪

問
」
が
校
正
作
業
の
不
手
際
か
ら
執
筆

者
の
意
図
と
異
な
る
文
章
を
含
ん
で
掲

載
さ
れ
た
た
め
、
3
月
号
に
修
正
版
掲

載
。
そ
の
他
、
開
催
講
座
の
状
況
報
告
。

3
月
号　
会
場
予
約
の
た
め
の
調
整

会
が
国
立
ら
し
い
と
の
議
論
の
報
告
。

○
社
会
教
育
委
員
会
の
会

定
例
会
の
開
催
頻
度
を
、
今
年
度
は

生
涯
学
習
計
画
策
定
に
関
す
る
議
論
が

中
心
に
な
る
た
め
月
一
回
か
ら
減
ら
す

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
公
運
審
で
は
反
対

す
る
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

4
月
総
会
（
4
月
19
日
国
立
市
公
民

館
に
て
開
催
）
の
代
議
員
2
名
（
次
年

度
監
査
1
名
を
含
む
）
と
し
て
、
富
田

委
員
・
大
井
委
員
）
を
選
出
。

○
社
会
教
育
学
習
会

30
期
答
申
の
具
体
化
は
、
学
習
会
だ

け
で
な
く
公
運
審
で
も
議
論
し
て
ほ
し

い
と
の
要
望
を
受
け
、
内
容
を
把
握
で

き
て
い
な
い
新
委
員
も
い
る
た
め
、
次

回
か
ら
改
め
て
答
申
の
読
み
合
わ
せ
を

行
う
こ
と
を
確
認
。�

（
鴇
田
）

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

4
月
11
日
（
木
）
第
6
回
定
例
会
を

開
催
。
委
員
15
名
、
館
長
、
職
員
2
名

が
出
席
。
傍
聴
2
名
。

公
民
館
人
事
に
つ
い
て

職
員
の
退
職
な
ど
に
伴
う
4
月
1
日

付
の
人
事
異
動
が
報
告
さ
れ
た
。

前
回
議
事
録
確
認

前
回
開
催
か
ら
日
数
が
経
っ
て
い
な

い
た
め
議
事
録
な
し
。
次
回
ま
と
め
て
。

報
告
事
項
及
び
協
議
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

3
月
号　
版
画
講
座
に
飛
び
込
み
参

加
で
き
て
良
か
っ
た
。
連
続
講
座
に
し

て
欲
し
い
と
い
う
感
想
も
あ
っ
た
。
防

災
講
座
で
は
新
し
い
繋
が
り
が
で
き
た
。

4
月
号　
「
学
び
」の
言
葉
が
公
民
館

ら
し
く
て
良
い
と
い
う
感
想
の
一
方
、

硬
い
イ
メ
ー
ジ
だ
と
の
反
応
も
あ
っ
た
。

新
年
度
な
の
で
公
民
館
利
用
案
内
が
あ

る
と
良
い
。
5
月
号
に
掲
載
予
定
。

○
社
会
教
育
委
員
の
会

間
瀬
委
員
か
ら
社
会
教
育
委
員
と
し

て
教
育
委
員
会
に
対
し
文
化
芸
術
振
興

条
例
検
討
委
員
会
に
関
す
る
意
見
具
申

書
を
提
出
し
た
旨
報
告
あ
り
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

大
井
委
員
か
ら
委
員
部
会
に
国
立
市

公
民
館
紹
介
文
を
提
出
す
る
報
告
あ
り
。

○
第
30
期
答
申
に
つ
い
て

大
串
副
委
員
長
か
ら
公
民
館
の
事
業

評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
読
み
方
の

ア
ド
バ
イ
ス
あ
り
。
引
き
続
き
各
自
で

読
み
込
み
「
ふ
り
か
え
り
の
会
」
に
繋

げ
て
い
く
。

次
回
定
例
会
は
5
月
9
日
（
火
）
夜

7
時
15
分
か
ら
。
傍
聴
歓
迎
。（
龍
野
）

〈
公
民
館
の
窓
〉

市
制
施
行
50
周
年
記
念

―
国
立
市
出
身
の
一
橋
大
学
長
と
京
都
大
学
総
長

�

対
談
イ
ベ
ン
ト
開
催
予
告
！

一
橋
大
学
長
・
蓼た

で

沼ぬ
ま

宏
一
さ
ん
と
京
都
大
学
総

長
・
山や

ま

極ぎ
わ

壽
一
さ
ん
は
共
に
、
国
立
ご
出
身
で
す
。

日
本
を
代
表
す
る
大
学
の
長
を
務
め
る
お
二
人
に

よ
る
市
制
施
行
50
周
年
記
念
の
講
演
会
を
公
民
館

が
担
当
し
て
、
今
秋
10
月
22
日
（
日
）
に
芸
小

ホ
ー
ル
で
開
催
予
定
で
す
（
詳
細
は
今
後
「
公
民

館
だ
よ
り
」
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

2
0
1
3
年
、
世
界
的
な
ゴ
リ
ラ
の
研
究
者
で

あ
る
山
極
さ
ん
に
公
民
館
で
お
話
い
た
だ
い
た
時
、

参
加
者
か
ら
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。「
2
人

の
子
ど
も
が
い
る
の
で
す
が
、
先
生
は
幼
か
っ
た

頃
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
育
ち
ま
し
た

か
？
」。
お
話
の
幅
の
広
さ
に
驚
か
れ
た
う
え
で

の
質
問
で
し
た
が
、
会
場
が
和
や
か
な
雰
囲
気
に

な
っ
た
の
を
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

公
民
館
で
さ
ま
ざ
ま
な
講
師
の
方
々
に
お
会
い

す
る
と
、
生
き
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
い
い
し
、

カ
ッ
コ
い
い
大
人
は
た
く
さ
ん
い
る
ん
だ
な
…
…

と
感
じ
ま
す
。
将
来
へ
の
不
安
や
現
状
へ
の
不
満
、

毎
日
何
か
と
葛
藤
し
て
い
た
昔
の
自
分
に
教
え
て

あ
げ
た
い
と
思
っ
た
り
も
し
ま
す
。

カ
ッ
コ
い
い
大
人
と
の
出
会
い
は
、
若
い
世
代

に
は
も
ち
ろ
ん
、
年
齢
を
重
ね
て
も
刺
激
的
で
わ

く
わ
く
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
し

て
、
そ
の
人
が
同
じ
国
立
出
身
で
あ
っ
た
な
ら
―
。

こ
の
度
、
大
変
ご
多
忙
な
お
二
人
が
揃
っ
て
登

壇
さ
れ
る
「
文
教
都
市
く
に
た
ち
」
な
ら
で
は
の

50
周
年
記
念
事
業
。
今
か
ら
ぜ
ひ
参
加
の
ご
予
定

を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
Ｙ
・
Ｋ
）

〈環境講座〉 
身近にある毒植物たち

講  師　森　昭彦（サイエンス・ジャーナリスト）

道の傍らや野山などでひっそりと、あるいはあでやかに
伸び、咲き誇る植物。その中には、うっかり触れると悲惨
な事態を招くものもあります。さらに、庭や畑で育ててい
るお馴染みの野菜も不用意に扱えば、思わぬ健康被害を受
けることもあるといいます。
今回、雑草・野菜・草花の仕組みから、“植物を見分ける
こと”、そして“植物の自然毒について正しく知ること”で、
安全に接すること、食することを学ぶ機会にしたいと思い
ます。
＊講座の前半は座学、後半は城山周辺を歩きます。少雨決
行。

と　　き　6月10日（土）　昼1時半～4時半
と こ ろ　くにたち郷土文化館　研修室1
定　　員　20名（先着順）
持ち物等　歩きやすい服装、飲み物、筆記用具
申 込 先　5月9日（火）　朝9時～

公民館☎（572）5141

森さんの著書
『身近にある毒植物たち』
序章 忘れられがちな“植物の自然毒” 
第一章 致死性の身近な植物毒 
第二章 重大事故を起こす園芸植物 
第三章 取扱い注意の身近な植物
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「
お
い
し
い　
じ
か
ん
」
は
子
ど
も

食
堂
。「
み
ん
な
と
ご
は
ん
を
食
べ
ま

し
ょ
う
。
子
ど
も
も
大
人
も
ど
う

ぞ
! !
」
と
の
呼
び
か
け
で
、
昨
年
11
月

か
ら
毎
月
一
回
開
か
れ
て
い
る
。
運
営

の
中
心
は
民
生
児
童
委
員
有
志
の
皆
さ

ん
。
共
催
団
体
と
し
て
生
長
の
家
神
の

国
寮
さ
ん
が
場
所
（
コ
ス
モ
ス
広
場
）

の
提
供
を
、
棕
櫚
亭
ピ
ア
ス
さ
ん
が
配

食
を
受
け
持
つ
。
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か

ら
ひ
と
り
で
夕
食
を
食
べ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
が
、
一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り
し
な

が
ら
食
事
が
で
き
る
場
所
が
、
市
内
の

あ
ち
こ
ち
に
あ
れ
ば
い
い
、
と
い
う
の

が
「
お
い
し
い　
じ
か
ん
」
の
基
本
的

な
考
え
だ
と
か
。

活
動
日
に
訪
問
し
た
が
、
ま
ず
中
心

メ
ン
バ
ー
で
話
し
合
い
な
が
ら
段
取
り

を
決
め
て
い
く
様
子
は
頼
も
し
い
限
り
。

4
時
過
ぎ
か
ら
ぽ
つ
ぽ
つ
参
加
が
増
え

て
、
手
作
り
の
お
や
つ
を
食
べ
た
り
、

バ
バ
抜
き
で
は
大
人
も
混
じ
り
盛
り
上

が
っ
た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
6
時
頃
か

ら
夕
食
タ
イ
ム
。
ご
飯
と
み
そ
汁
以
外

の
大
皿
に
の
っ
た
ご
馳
走
は
、
自
分
た

ち
で
取
り
分
け
る
。「
ほ
ら
野
菜
も
少

し
食
べ
な
く
っ
ち
ゃ
」
と
言
わ
れ
る
子

も
。
満
腹
の
後
は
部
屋
の
ピ
ア
ノ
を
弾

い
た
り
追
い
か
け
っ
こ
を
し
た
り
と
、

お
互
い
顔
な
じ
み
に
な
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
遠
慮
が
な
い
。

こ
の
日
の
参
加
者
は
、
幼
児
か
ら
小

学
6
年
生
ま
で
の
子
ど
も
17
名
、
大
人

20
名
（
親
は
5
名
）。
協
力
者
や
見
学

者
の
子
ど
も
た
ち
も
混
じ
り
大
賑
わ
い

だ
っ
た
。
活
動
の
き
っ
か
け
は
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
、
主
任
児

童
委
員
た
ち
が
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
幅
広
い
人
脈
を
生
か
し
て
場
所
と
食

事
作
り
の
協
力
を
得
た
こ
と
が
実
施
に

つ
な
が
っ
た
。
8
月
末
に
は
夏
休
み
の

宿
題
サ
ポ
ー
ト
も
兼
ね
、
カ
レ
ー
ラ
ン

チ
を
計
画
中
。
ス
タ
ッ
フ
も
含
め
参
加

希
望
の
方
は
電
話
の
上
、
の
ぞ
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。

活
動
日　
毎
月
第
一
水
曜
日
3
時
半
～

場
　
所　
神
の
国
寮
コ
ス
モ
ス
広
場

連
絡
先　
高
橋
（
575
）
9
1
7
8

〈
文
・
写
真
　
佐
藤
節
子
〉

今月の公民館（5月、6月初）

＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。

11日（木）夜　くにたちブッククラブ
川上弘美『真鶴』

20日（土）昼＊図書室のつどい
「昭和の洋食　平成のカフェ飯

―家庭料理の80年―」
21日（日）朝　親子で遊ぼう・考えよう

「マスキングテープを使って
アート作品を作ろう！」

28日（日）昼＊C
シ ネ ボ ッ ク ス
INEVOX公民館映画会

『鉄道員　Il Ferroviere』
30日（火）夜　公民館・NHK学園高等学校共催
子ども・若者を支える“つながりワークショップ
6月9日（金）昼～人生のあしあと　マイ・ノート
10日（土）昼　環境講座「身近にある毒食物たち」

ピ
ー
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
く
に
た
ち
2017

非
戦
を
選
ぶ
演
劇
人
の
会
の
公
開
台

本
『
9
人
い
る
！
憲
法
9
条
と
沖
縄
』

を
、
秋
の
文
化
祭
発
表
に
向
け
、
練
習

を
始
め
ま
す
。
憲
法
9
条
の
理
想
と
現

実
を
沖
縄
か
ら
考
え
ま
す
。

日
時　
5
月
27
日
（土）
朝
10
時

場
所　
公
民
館　
講
座
室

連
絡
先　
龍
野
090
（
1469
）
1
0
9
4

第
215
回
く
い
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ

台
湾
留
学
生
会
の
皆
さ
ん
と
粽ち

ま
き

祭
り

台
湾
の
端
午
節
に
食
べ
る
粽
を
い
っ

し
ょ
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

材
料
費
800
円
。
ゴ
ミ
袋
と
ふ
き
ん
を
ご

持
参
下
さ
い
。

日
時　
5
月
27
日
（土）
昼
1
時
～

場
所　
福
祉
会
館　
料
理
講
習
室

連
絡
先　
八は

ち

宮み
や

（
571
）
1
0
0
7

＊
「
ひ
ろ
ば
」
欄
投
稿
規
定
＊

市
内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
活
動

の
お
知
ら
せ
の
場
で
す
。
原
稿
の

締
切
り
は
掲
載
希
望
月
の
前
月
7

日
午
後
5
時
で
す
。
会
員
募
集
は

6
ヵ
月
に
一
回
掲
載
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
に
よ

り
翌
月
掲
載
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
提
出
も
可
能

で
す
。
Fax 

042
（
573
）
0
4
8
0

＊
「
ひ
ろ
ば
」
写
真
募
集
中
＊

国
立
の
風
景
や
行
事
、
自
然
な

ど
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
公
民
館

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
3
0
8
〉

お
い
し
い　
じ
か
ん

「おいしい　じかん」の始まり

準備はいいですか？
撮影　末永　皓（富士見台）


